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計量史をさぐる会２００４計量史をさぐる会２００４
７月１７日、アルカディア市ヶ谷で開催７月１７日、アルカディア市ヶ谷で開催

日時　　７月１７日�１３：３０～１７：００
場所　　アルカディア市ヶ谷（私学会館）
　　　　　〒１０２－００７３
　　　　　　東京都千代田区九段北４－２－２５
　　　　　　�０３－３２６１－９９２１
参加費　資料代：１,０００円（予稿集・飲物代を含む）
　　　　懇親会：５,０００円（希望者）

「計量史をさぐる会２００４」次第
�　開会式（１３：３０）                
１、開会の辞          
２、日本計量史学会会長挨拶　　蓑輪善蔵
�　国立科学博物館「我が国の科学技術黎明期資料の体系化に関する調査研究」賛画　計画研究A０２

「近代日本の計量関係実物資料の成立過程の研究」報告（５０分）
理事・研究代表者大網功、小宮勤一、坂手弘明　

�　研究報告（３０分）　
理事　新井宏「古代日韓の土地制度における基本尺度」

・・・１０分休憩　コーヒーブレイク・・・
�　日本計量史学会協賛江戸東京博物館

「計量いま・むかし展」－裏方の声を聞く－（８０分）
コーディネイター　 理事　高田誠二（歴史展示部会長）
１　「計量いま・むかし展」－発想から閉展まで
　東京都計量検定所長　萩原まき子
　この展示を発案し、計量の歴史家・計量検定所員・企業人・団体幹部と提携しつつ遂行した体験を、
所長としてよりもむしろ社会人としての眼で、臨場感をこめて披露していただく。

　２　平賀源内「寒熱昇降記」からの参考品作成
　　　会員　横田賢次郎

　源内の文書・計量史研究家の知見・インターネット情報などを基礎としつつ、現代の温度計メーカー
の技量を結集して参考品の完成に至った体験を、具体的に語る。

　３　江戸期の金貨を計量の世界へ
理事　西脇康
　江戸期経済を象徴した多種多様な金貨の中から計量史の研究を対象として興味深いものを抽出し、
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収集家の執着と直面する状況の中で借用し展示した苦心を語る。
　４　原器たちの「むかし・いま」
　　　理事　高田誠二

　メートル・キログラム・尺・貫の原器が創成されて以来の歴史、および、キログラム原器以外の三
者（メートル・尺・貫原器）が歴史的文化財として尊重されるに至った経緯を史伝的に語る。

Ⅳ　閉式の辞

・・・懇親会・・・１７：００から

交通のご案内
地下鉄有楽町線・南北線市ヶ谷駅A１－１出口
地下鉄新宿線市ヶ谷駅A１－１Ａ４出口
ＪＲ中央線（各駅停車）市ヶ谷駅出口から徒歩約２分

申し込み先
日本計量史学会事務局
〒１６２－０８３７　東京都新宿区納戸町２５－１　
TEL／ FAX０３－３２６９－７９８９
E-mail: shm@beach.ocn.ne.jp
同封の案内状・申込書又はE-mail にてお申し込み下さい。
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江戸東京博物館内のレストランで
開かれた懇親会

会場のようす

あいさつする
蓑輪善蔵会長

和やかに記念写真を撮る
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２００５年度日本計量史学会総会における研究発表等の公募について

２００５年２月１９日�を予定
会場未定（東京都内）

　日本計量史学会では、標記総会、研究発表会で計量史に関する研究発表を公募します。計量史に関わる研
究であれば分野は問いません。

１　研究発表
�研究発表
　�発表時間　３０分　質疑応答５分を含みます。
　�予稿集への発表
　　　予稿集に発表内容を４～１０ページで執筆して頂きます。
　　　なお、内容は執筆要項に従って作成をお願いします。
�口頭報告
　�発表時間　１５分　質疑応答５分を含みます。 
　�予稿集への発表
　　　予稿集に、１ページ程度で内容を執筆して頂きます。
　　　１ページ、横２段組、横一段２０字×４０行

２　公募資格
　日本計量史学会会員であること。

３　申し込み期限
　２００４年９月末日まで。同時に�研究発表�口頭報告ともに２００字要約文の提出をお願いいたします。

以上

国立情報学研究所電子図書館サービスをご利用ください。（「計量史研究」の配信）

日本計量史学会事務局
　「国立情報学研究所電子図書館サービス」をご利用ください。「計量史研究」の創刊号から最近号
（１～２５巻）をデーターベース化してあります。
　電子図書館サービス事業は、各学会の協力を得て、各学会が発行する学術雑誌のページをそのまま
画像データーとして蓄積し、書誌情報とともに検索できるようにした情報サービスです。
　利用の詳細は、国立情報学研究所のホームページを参照してください。
　今後とも、当学会会員には、「計量史研究」新号を発行ごとに無料で送付いたします。新号について
は、刊行後半年間、電子図書館サービスは受けられませんのでご了承下さい。

http://els.nii.ac.jp/



― 4 ―

２００３年度　事　業　報　告 

１、会　議
　　　理　事　会
　　　　第１回　　２００３年　１６月２８日�　江戸東京博物館　学習室
　　　　第２回　　２００３年　１２月１４日�　久米ビル７階　　会議室
　　　運営委員会
　　　　第１回　　２００３年　１４月１２日�　久米ビル７階　　会議室
　　　　第２回　　２００３年　１５月１０日�　久米ビル７階　　会議室
　　　　第３回　　２００３年　１９月２０日�　江戸東京博物館　学習室

２、事　業
�「計量史をさぐる会」の開催
　　２００３年１０月１８日�　１３：００～１７：００
　　　会場　東京都江戸東京博物館　会議室　
　　　参加者　５３名　　　　懇親会　４３名　（江戸東京博物館７階「旬花」）
� 「計量史研究」の発刊
　　�２５�１　（�２７）　２００３.１２.発行
�「計量史通信」の発刊
　　�５１　　２００３. ７発行
　　�５２　　２００３.１２発行
�江戸開府４００年記念行事：「計量いま・むかし展」（東京都主催）への協賛
　東京都江戸東京博物館（平賀源内展併設）　　期間：２００３.１１.２９～ ２００４.１.１８
　　実行委員会委員長　　蓑輪善蔵会長　
　　歴史展示部会部会長　高田誠二理事　　　
　　　　同　委　員　　　白石　清会員・横田賢次郎会員
　　　　同　専門委員　　馬場　章理事
　　　　同　協力者　　　西脇　康理事

会員数
　　新入会　６名
　　　斉藤　雅和、荒井　秀規、今坂　晋典、大野　健蔵、渋谷　弘、見方　義孝
　　２００３．１２．３１．現在
　　　正会員：１７６　賛助会員：１　名誉会員：２　客員会員：１　　計：１８０
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２００３年度　収支決算書

２００３年４月１日～２００３年１２月３１日（９ケ月間）

会　計　監　査　報　告

　２００３年度収支決算報告等について、詳細に監査の結果相違ないことを認めます。

　２００４年２月１４日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　本　計　量　史　学　会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監　事　　多　賀　谷　宏　　�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監　事　　横　田　茂　子　　�

　（単位：円）
支　出収　入

金　　　額科　　　目金　　　額科　　　目
１４６,５４６事 務 所 費１,２１８,０００会　費　収　入
１９２,９３０通   信  費５,０００寄　　付　　金
３８３,９５０印　 刷　費４４,７４８学術著作権協会
７９,８７５会　 議　費２３,０３０機関紙等頒布代金
５９,８１７事務消耗品費３雑　　収　　入
１５０,０００渉外交通費
１６,６８５事業補填金
１２,９５５雑　　　　費
２４８,０２３当期剰余金
１,２９０,７８１合　　　計１,２９０,７８１合　　　計

剰　余　金　処　分
前年度繰越金　　　　 １,２３２,１８８
　当期剰余金　　　　　　　 ２４８,０２３
　期末剰余金　　　　　 １,４８０,２１１
　積立金（基金）　　　　 １,０００,０００
　次年度繰越金　　　　 ４８０,２１１
基　　　　　金
事業整備基金 ２,０００,０0９
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２００４年度事業計画

　§「計量史をさぐる会２００４」
　　平成１６年７月１７日�　会場：アルカディア市ヶ谷（私学会館）
　§「計量史研究」（論文集）　①７月（臨時号）　②１２月
　§「計量史通信」（会報誌）　①６月　②１１月
　役　員　会（予定）
　　理　事　会　①３月１３日�済　②１２月１８日�
　　運営委員会　①２月１４日�済　②５月　８日�済　③７月３日�　④９月１１日�　⑤１２月１８日�
　　備考：通常総会（２年毎）　２００５年２月：役員改選・研究発表等を予定

２００４年度　会計収支予算

　２００４年１月１日～１２月３１日

　（単位：円）
収入

備　　　考増　　減前度年度実績本年度予算額
@７,０００×１７０△２８,０００１,２１８,０００１,１９０,０００会　　費

△ ４,７４８４４,７８４４０,０００著作権協会
６,９７０２３,０３０３０,０００機関誌等頒布代金
△３５,００３５,０００雑　収　入

△２５,７８１１,２９０,７８１１,２６５,０００小　計
２４８,０２３２３２,１８８４８０,２１１前年度繰越金
２２２,２４２１,５２２,９６９１,７４５,２１１合　計

支　出
備　　　考増　　減前年年度実績本年度予算額

 前年度９ケ月分５４,４５４１４６,５４６２００,０００事 務 所 費
５７,０７０ １９２,９３０２５０,０００通　信　費

計量史研究２発行３１６,０５０３８３,９５０７００,０００印　刷　費
４０,１２５７９,８７５１２０,０００会　議　費
△９,８１７５９,１８７５０,０００事務消耗品費

０１５０,０００１５０,０００渉外交通費
金融手数料７,０４５１６,６８５２０,０００雑　　費
さぐる会補填金他２３８,５２６１２,９５５２５５,２１１予  備  費

７０２,４５３１,０４２,７５８１,７４５,２１１合　計

事業整備基金　　　２,０００,００９ 円　（積立金）
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『計量いま・むかし展』の報告『計量いま・むかし展』の報告

学会として『計量いま・むかし展』にとりくんで

会長　蓑輪善蔵

　江戸開府４００年を記念した計量記念日事業として昨年１２月２９日から今年１月１８日まで「計量いま、む
かし展」が江戸東京博物館で平賀源内展に併わせて行われました。この企画は萩原まき子東京都計量検定所
長の発案によるもので、所長と担当者の努力により江戸東京博物館、東京新聞の協力が得られて行われまし
た。４月２１日第１回の実行委員会は協賛する計量関係の団体、関係者を集めて開かれ、その席で私が委員長
を引き受ける事になりましたが、実際の運営、行動は計量検定所と都計量協会を事務局とした3つの部会が
担当しました。即ち歴史展示部会（高田誠二部会長）、最新技術展示部会（作間英一部会長）と都民参加事業
部会（岩下貞治部会長）です。特に歴史展示部会については日本計量史学会の協力が必要とされ、平賀源内
が我国最初の温度計を作ったことでもあり、温度計測の専門家であり、日本計量史学会の重鎮として活躍さ
れている高田誠二理事に部会長をお願いする事が最適と、労力をお願いしました。そしてこの部会は、学会
の馬場章理事、西脇康理事、白石清会員、横田賢次郎会員、そして国立科学博物館の鈴木一義氏で構成され
ました。展示された物の中で、産業技術総合研究所、国立科学博物館、東京大学大学院人文社会研究科と同
大学資料編纂所から提供されたメートルの定義が変更されるまで人目にふれる事が殆ど無かったメートル原
器や尺、貫原器、ペリー献上の天秤、江戸時代の市中分銅、正本分銅や西脇さんを介して展示した万延大判、
慶長小判等があり、高田氏と横田氏の労作による平賀源内が作ったとされるタルモメイトルの参考品まで作
られ展示されました。また最新技術展示部会から現在の計測器が展示され、その発展の大きさに驚きを思い、
都民参加事業部会では健康を計るコーナー、寒暖計工作教室などがあり、成功裡に終えることが出来ました。
萩原所長をはじめとする事務局の努力と、知恵と労力を賜った部会の皆様と出展その他ご協力をいただいた
多くの団体、企業に厚くお礼を申し上げる次第です。

「計量いま・むかし展」展示品リスト（計量史通信�５２より）
Ｐ（長さ・体積）分野
１升びん 東京都計量検定所
方形枡３点（大蔵枡、新器検枡、金属張り枡） 
 �独 国立科学博物館
長方形の枡２点 �独 国立科学博物館
京枡２点 �独 国立科学博物館
円筒形の枡 �独 国立科学博物館
廃枡 鈴木一義氏
尺度付き矢立 鈴木一義氏
折衷尺（大）（複製） 伊能忠敬記念館
折衷尺 �独 国立科学博物館
享保尺 �独 国立科学博物館
又四郎尺 �独 国立科学博物館
教育錦絵（米屋の嫁） 横河アーカイブズ
繭桝 東京都計量検定所
尺原器（複製） �独 産業技術総合研究所
メ－トル原器（実物） �独 産業技術総合研究所
リットル枡４点 �独 国立科学博物館
６３３nmヨウ素安定化 ﾍﾘｳﾑﾈｵﾝﾚ-ｻﾞ 原器（複製）
 �独 産業技術総合研究所
三次元測定機 �ミツトヨ

Ｑ（質量）分野
万延大判 個人蔵
慶長小判 ･元禄小判 ･宝永小判 ･享保小判 ･元文小判 ･文政小
判 ･天保小判 ･安政小判 ･万延小判 個人蔵
慶長一分判 ･安政二分判 ･天保二朱判 ･一朱判 個人蔵
銀秤　　　　　　　　　�独 国立科学博物館／東京都計量検定所

鈎はかり 東京都計量検定所
市中分銅　　　　　　　　　東京大学大学院人文社会系研究科
正本分銅　　　　　　　　　東京大学大学院人文社会系研究科
極小分銅　　　　　　　　　東京大学大学院人文社会系研究科
分銅鋳型　　　　　　　　　東京大学大学院人文社会系研究科
千枚分銅鋳型　　　　　　　東京大学大学院人文社会系研究科
『分銅増値段願書』 東京大学史料編纂所
『分銅御用諸書留』 東京大学史料編纂所
『分銅員数帳』 東京大学史料編纂所
江戸時代の天秤及び分銅一式 東京都計量検定所
ペリ－献上の天秤 �独 国立科学博物館
オランダ旧制分銅 �独 国立科学博物館
貫原器 �独 国立科学博物館
キログラム原器（複製） �独 産業技術総合研究所
質量センサー 新光電子�

Ｒ（温度）分野
平賀源内タルモメイトル参考製作品 東日本計量器工業協同組合
江戸期寒暖計 鈴木一義氏
江戸期比重計 鈴木一義氏
体温計・新旧４点 テルモ� ﾒﾃﾞｲｶﾙﾌﾟﾗﾈｯｸｽ
赤外放射温度計 �チノー

Ｓ（コラム）
和時計 �独 国立科学博物館
錦絵 鈴木一義氏
引札 鈴木一義氏
『度量衡改規定則』（明治９年） 鈴木一義氏
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お知らせ・各部からの報告お知らせ・各部からの報告

高田誠二理事が『計量いま・むかし展』に関して講演

　２００４年３月２日　東京都産業貿易会館で開催した東京都計量器コンサルタント協会定時総会後の講演会
にて、高田誠二理事が「はかる人の主張－江戸開府400年記念事業をふりかえって－」として講演した。
　同協会は会員数170名あまりで、計量法、計量器概論など計量に関する講習を受け、�日本計量振興協会
が認定した個人会員の集まりである。主だった会員は計量器の販売事業者、製造事業の関係者、あるいは理
化学機器販売者、製造事業者の関係者で組織している。業務として、計量講習会、新製品技術講習会、研修
見学会などの開催、また東京都に協力して区の家庭用はかりの精度確認事業、都民計量の広場など協賛参加
し幅広く活躍している。
　同氏の講演は江戸博終了後であり、時宜を得たものであった。聴講者は計量器コンサルタントであり、参
加者に好評であった。

参考製作品「タルモメイトル」が各地を巡回

　東京新聞、開催各地博物館主催の「平賀源内展」は下記会期会場で開催されている。

２００３年１１月２９日�～２００４年１月１８日�　東京都江戸東京博物館　　終了
２００４年１２月１４日�～２００４年３月２１日�　東北歴史博物館　　　　　終了
２００４年１４月１３日�～２００４年５月１９日�　岡崎市美術博物館　　　　終了
２００４年１５月２７日�～２００４年７月１４日�　福岡市博物館
２００４年１７月１７日�～２００４年８月２９日�　香川県歴史博物館

　江戸東京博物館で同展の併設展「計量いま･むかし展」に展示された参考製作品「タルモメイトル」も各
地博物館で巡回展示されている。
　「タルモメイトル」は３点で、江戸東京博物館での「計量いま･むかし展」への導入路に展示した全長９０
�のもの、全長３０�で目盛を木板に直接施したもの、目盛を銅板に施し木板に貼り付けたものがある。
　このタルモメイトル参考製作品は本会高田誠二理事の協力により東日本計量器工業協同組合（理事長横田
賢次郎氏）の組合員協力のもとに製作された。

福岡市博物館
開館時間：午前９時３０分～午後５時３０分（入館は午後５時） まで。ただし、７・８月のみ（日
･祝日を除く）～午後７時３０分まで（入館は午後７時まで）。 
休館日：月曜（休日の場合は翌日）、年末年始の休館は１２月２８日から１月４日まで 。
所在地：福岡市早良区百道浜３丁目１－１
�：０９２－８４５－５０１１

香川県歴史博物館
開館時間：午前９時～午後５時（入館は午後４時３０分まで）。特別展開催中の金曜日は午後７時
３０分まで（入館は午後７時まで）。
休館日：毎週月曜日 （月曜日が休日の場合は、原則として翌火曜日） ただし、ゴールデンウィー
ク（４月２６日～５月５日）及び学校夏期 休業日（７月２１日～８月３１日）は無休。年末・年始
（１２月２９日～１月３日）。
所在地：香川県高松市玉藻町５番５号
�：０８７－８２２－０００２
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学会賛画『近代日本の計量関係実物資料の成立過程の研究』の現状報告

理事・東洋大学教授　大網　功

　私達は、独立行政法人国立科学博物館佐々木勝浩氏を代表とする特定領域研究�「我が国の科学技術黎明
期資料の体系化に関する調査研究」（略称「江戸のモノづくり」）の計画研究の一つA02「近代日本の計量関
係実物資料の成立過程の研究」を担当することになり、１４年度から具体的な研究を進めています。
　本研究は、計量史学会前会長、岩田重雄氏および高田誠二氏が同学会をバックに進めてきた歴史的計量関
係の実物資料の調査研究の後を受けて、計量関係のさらなる調査と実物資料を三次元座標測定機や音響式体
積計、精密天秤などを用いて実測し、この実測結果による研究と諸外国の計量関係資料との比較研究によっ
て尺貫法からメートル法に至る歴史的経緯の一端を明らかにすることを目的としています。
　２００２年度の活動経過については「計量史通信」�５１、p.１０～１１に詳報しました。今回は２００３年度の活
動経過を報告します。

１、２００３年度活動経過　
　２００３年度は２００２年度を受けて、研究分担者および研究協力者を増やし、１０名で研究を行いました。２００３
年度の研究分担者および協力者は大網功（東洋大学）、西田雅嗣（京都工芸繊維大学）、蔵原清人（工学院大
学）、中村邦光 (元日本大学）、高田誠二（久米美術館、北海道大学名誉教授）、黒須茂（元小山工業高等専門
学校）、川村正晃（元大阪府立大学）、仙田修（技術士、元計量研究所）、小宮勤一（元工学院大学）、坂手弘
明（元計量研究所）の１０名であります。しかし、仙田氏が２００４年１月にお亡くなりになり、現在９名で研
究を続けています。
　２００２年、科学博物館の配慮により、同館新宿分館の資料収蔵室の一隅に測定室を設けることができ、８月
に三次元座標測定機を設置し、２００３年８月には音響式体積計を設置して研究を進めています。以下、２００３年
度の活動経過を記します。
�２００３年１月に研究分担者の西田雅嗣氏がフランスへ出張し、メートル法成立期の事情の一端を調査して
きました。
�２００３年４月以降、昨年度に四日市・秤乃館、静岡・駿府はかり資料館、九州地方６つの博物館から借用
した多数の古尺、古枡を実測し、逐次返却しました。
�８月には三次元測定機に枡測定用のアタッチメントを装着し、また、音響式体積計も設置し、本格的な枡
の実測が行えるようになり、科学博物館に保管されている古枡を三次元測定機で測定することが出来ました。
音響式体積計については試用を進めています。
�２００４年１月には京都へ出張し、京枡の基準となる原器（御本枡）を参観し、測定のための借用手続きを
開始しました（２００４年度秋に借り出す予定）。そして京大総合博物館で旧三高時代の教育用計量器を調査し
ました。
�１月には当学会および国立科学博物館で調査した計量史料の所在データを補訂編集し、「計量史データ補
訂編集成果報告書Ⅰ」として刊行しました。
［借用した古尺および古枡］
�四日市・秤乃館：魯班尺、念仏尺、５分６分尺等古尺１１点。
�静岡・駿府はかり資料館：古尺（ノギス６点、念仏尺、周尺等古尺１１点）１７点、古桝（１升枡（京枡系）、
１斗枡）２点計１９点。
�国東・町立歴史体験学習館：けんち１斗枡、木製丸形１斗枡等古枡７点。
�北九州・市立自然史・歴史博物館：京枡１升等古枡３点。
�武雄市・歴史資料館：六分儀、ビーカー等オランダ渡りの西洋計量器４点および蘭学系の換算表。
�平戸・松浦資料博物館：オランダ尺、魯般尺の２点。
�宮崎・県立総合博物館：古尺２点、古枡６点　計８点。
�都城・歴史資料館：古枡５点。



― 10 ―

２、古尺および古枡の主なる測定結果
�秤乃館の竹製の念仏尺。この念仏尺には狭間隔の目盛と広間隔の目盛の２通りの目盛が刻まれていました。
実測の結果、狭間隔の目盛１尺は曲尺相当の値（折衷尺に近い値）を示し、広間隔の目盛はその鯨尺の値を
示していました。そして広間隔の目盛は駿府はかり資料館所蔵の念仏尺とほぼ同じ値を示していました。従
来は曲尺相当の物指が念仏尺と言われてきましたが、その鯨尺もまた念仏尺と呼ばれていることがわかりま
した。
�秤乃館所蔵の古尺には明治度制の起源に関わる諸尺度より少し長い鉄製の尺度（１尺＝３０５.７ � ）の古尺
３本（内１本はその鯨尺）がみつかりました。これは江戸時代の物指の長さが多様であることを示す一例と
考えられます。
�武雄市歴史資料館所蔵のビーカーは４進法の目盛が施されており、幕末期にオランダから輸入されたもの
です。この目盛がどの国の単位に由来したものか文献との対比による推定が進められました。
�松浦資料博物館のオランダ尺はアムステルダム地方の目盛（１フィート＝１１ドイム）とレインラント地方
の目盛（１フィート＝１２ドイム）が刻まれていました。
�古枡については、九州地方の博物館から借用された古枡と科学博物館保管の古枡を測定しました。方４寸
9分、深さ2 寸 7 分の京枡がいくつか見られましたが、多くは明治以降の度制が敷かれた後の枡でありまし
た。

３、成果報告
�口頭報告
　①　大網　功：「伊能忠敬が使用した基準尺の再実測」、日本科学史学会２００３年年会（２００３ 年６月）
　②　大網　功：「近代日本の計量関係実物資料の成立過程の研究｣、「江戸モノづくり」研究発表会（７月）
　③　高田誠二：｢江戸期｣『計量』の日欧相互交流」、｢江戸のモノづくり｣第２回国際シンポジウム（７月）
　④　「『近代日本計量関係実物資料の成立過程の研究』伊能忠敬基準尺の再実測」
　　　　　総括　　　　　　　：大網　功
                測定装置と測定方法：小宮勤一
　　　　　測定結果         　　 ：仙田　修
                考察　　　　　　　：高田誠二  
　　計量史をさぐる会２００３（１０月）
　⑤　西田雅嗣：「フランス計量資料現地報告－メートル法移行期前後のいくつかの実物資料と史料」、計量

史をさぐる会２００３（１０ 月）
  ⑥　大網　功：「古尺の測定結果、特に伊能尺について」、松阪シンポジウム『江戸時代伊勢地域における科

学技術』（１１月）
　⑦　大網　功：｢古尺の測定結果、特に念仏尺について」、日本科学史学会２００４年年会報告（２００４ 年５月）。
�論文および投稿論文
　①　高田誠二：「江戸期『計量』の日欧相互交流」、「江戸のモノづくり」文化と技術のクロスオーバー　

２００４年４ 月、p.２２－２６,
　②　大網功、高田誠二、仙田修、小宮勤一：「『近代日本計量関係実物資料の成立過程の研究』伊能忠敬基
準尺の再実測」、「計量史研究」に投稿中　　　
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計量史データ補訂編集成果報告書�を作成

　A４判、２４５ページ、非売品

序文（１）

　私達は独立法人国立科学博物館、佐々木勝浩氏を代表とする、特定領域研究�「我
が国の科学技術黎明期資料の体系化に関する調査・研究」（略称「江戸のモノづくり」）
の計画研究の一つ、「近代日本の計量関係実物資料の成立過程の研究」を担当すること
になり、平成１４年度から具体的な研究を進めています。
　この研究は日本計量史学会前会長、岩田重雄氏および現理事、高田誠二氏（北大名
誉教授、現久米美術館）が同学会をバックに方向づけを進めてきたものです。それについては本報告書の岩
田重雄氏、高田誠二氏による序文�、�に書かれています。今回の研究は、今までの方向づけを受けて、こ
のような実物資料のさらなる調査と実物資料を三次元座標測定器や音響式体積計、精密天秤などを用いて実
測し統計的処理を行って、出てきた値と文献上に記載された値との関係を調べるのが第１の目的です。そし
てまた、計量制度が尺貫法からメートル法に至った複線的な歴史的経緯を実物資料の実測面の研究と諸外国
の計量関係資料の比較研究によってその一端を明らかにしようとすることが第２の目的です。
　その一環として今まで集められた歴史的な計量資料の情報の内、今回は計量史学会調査と科学博物館、「計
量関係資料調査委員会」調査（科学博物館保管の資料および外国のものを除く）を刊行することにしました。
残りは引き続き刊行する予定です。今までの資料は体系化が不十分であり、機関名や住所も古くなっている
ので、次のような方針に基づいて今までの資料集を編集し直しました。
�７けたの郵便番号を付ける。
�機関ごとおよび個人ごとにまとめる。
�資料所有者の住所、電話番号を往復はがきで再確認する。
�資料所有者の所在地を主に郵便番号の順に配列し直す。
�資料は、ものさし、ます、はかり等６種類にまとめる。
　以上の方針による編集作業を、サンコー・エレクトロニクス有限会社に依頼しました。また、回答未着の
場合の機関名や住所は、高田誠二氏および同社、山村幸夫氏の協力を得て、電話照会および下記３文献参照
の方法で可能な限り補訂しました。
�『全国博物館総覧』、日本博物館協会編、ぎょうせい（昭和６１年）、平成１５年１１月追録加除版。
�『２００３計量計測機器総合カタログ』、日本計量新報社、機関・団体等一覧。
�日本計量史学会会員名簿（２００３年６月１日）。
　刊行にあたり、かねてからこの種の情報の収集に尽力してこられた日本計量史学会および国立博物館の関
係者各位に、深く敬意を表します。

平成１６年１月　研究代表者　大網功

序文（２）　計量関係資料調査ワーキンググループの発足にあたって

　最近、科学技術の進歩は特にめざましく、近代的な計量機器はその基礎をなすものとして、あらゆる分野
に普及してきた。その半面、計量機器をはじめとする「計量に関する歴史的資料」はその所在さえも明らか
でないことが多く、遠からず消滅する恐れもある状態になってきている。もしこのままで推移すれば、ます
ます調査・研究が困難になり、過去の歴史的な発展を研究することはもとより、それを基にして将来の展望
を予測することも著しく困難となることが予想されるに至った。
　日本計量史学会は１９７３年の国際計量史委員会の設立と１９７５年の第１回国際計量史会議の後、１９７８年に地
域の学会として世界最初に設立された。そして１９８１年から社団法人日本計量協会（現・日本計量振興協会）
の協力の下に「計量史資料調査委員会」を組織し、３ヶ年計画で調査を開始した。その内容は度量衡器とそ
の他の計量器、計量に関する文献資料、その他であり、その他には計量単位、計量技術の資料となる器物、
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建造物、構築物、土地、山河などと、計量に関係ある人物、組織および計量に関係あるあらゆる資料を抱合
していた。調査に協力されたのは博物館、美術館、資料館、図書館、その他の団体と日本計量史学会の会員
を中心とする個人であった。さらに手薄な地域には委員を派遣することによって調査を補った。３年間の調
査で回収された調査表は４,６５８枚に達した。日本計量史学会ではその後も会員により調査を続けており、調
査表は約６,０００枚に達し、『計量史研究』誌上に公開された。
　日本政府は明治以来、調査・収集・保存を何回も呼びかけているが成功していない。今回国立科学博物館
が整然とした計画の下に実行されていることは、まことに時宜にかなったものと考えられる。願わくは多く
の方々の協力により有終の成果をあげられることを期待する。

平成９年４月　日本計量史学会　岩田重雄

序文（３）　計量関係資料調査委員会の報告書に寄せて

　国立科学博物館では、平成９年度、産業技術史調査研究計画の一環である「所蔵資料体系化調査部会」に「計
量関係資料調査ワーキンググループ」を設置して、あらゆる産業技術の共通的基盤として計量計測の歴史的
資料の調査を開始しました。
　当初、調査の典拠は、１９８０年に通商産業省工業技術院計量研究所から移管された歴史的な計量器（約５００
点）の目録（日本計量史学会の機関誌『計量史研究』１９９３年、所載）に限られていましたが、平成１０年度
には「計量関係資料調査委員会」が編成され、これら約５００点の写真撮影および実物照合を進めたほか、館
外での調査のためのマニュアル作製の試行も行って、広範囲の調査に応ずる体制を整備することができまし
た。
　一方、日本計量史学会では、かねてから歴史的な計量資料の情報の収集に努力し、その要旨を機関誌に数
次にわたり掲載してきました。
　続いて平成１１年度、日本計量史学会の報道活動にも助けられて、各地の計量史専門家から徐々に情報が寄
せられる機運となり、地区の歴史博物館、大学、企業あるいは個人の所有する歴史的な計量器の実物や記録
資料の報告が次々に提出されるに至りました。
　本報告書では、以上の経緯のもとに蓄積された歴史的な計量資料の情報を、現段階で可能な限り系統的に
編述して、ご参考に供しようとするものです。
　調査の進行と共に研究対象が多岐広範にわたることとなり、しかも内容が複雑化してきた事情もありまし
て、この報告は、なお一部に不備な点を残す結果となりましたが、それらを将来の課題として今後も鋭意、
研究を継続したいと存じますので、ご助言、ご注意など賜れば幸いと考えております。
　本研究にあたり、過去の調査資料を惜しみなく提供された日本計量史学会をはじめ、多くの機関および研
究者のご協力に対して、心からお礼申し上げます。

平成１２年３月　国立科学博物館・所蔵資料体系化部会
計量関係資料調査委員会

委員長高田誠二

非売品につき、閲覧等ご希望の方は、
事務局（�・�０３－３２６９－７９８９）又はE-mail（shm@beach.ocn.ne.jp）にてご相談下さい。
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計量史研究　�２６� 1 （�２８）、２００４年７月発行予定目次

論文 近代度量衡制度の展開－松平春嶽と瓜生三寅－ 山田　研冶  １
論文 小判品位の完全非破壊分析法 西脇　康、今村　徹  ２１
論文 天野清の日本度量衡史研究－成果と遺題－ 高田　誠二  ３１
論文 近代日本の計量関係実物資料の成立過程の研究－伊能忠敬基準尺の再実測－
 　　　　　　　　　　　　　　　　大網　功、高田誠二、仙田　修、小宮勤一　  ３７
研究ノート 伊勢の国神宮寺に伝来する古枡について 松本　克一  ４９
研究ノート 細密読み取りダイアゴナル目盛の歴史 松本　栄寿  ５９
紹介 中国計量史話� 関　増建著　加島淳一郎訳  ７１
計量史文献目録   ８３
 

『計量史研究�２６�２』にご投稿ください。
原稿〆切日： ２００４年９月１３日�　　　　原稿頁数：１０頁（出来上がり）以内
原稿送付先： 〒２１３－８５３３　川崎市高津区坂戸１－２０－１　�ミツトヨ　沼田記念館　沢辺雅二
 TEL０４４－８１３－８２０１、FAX０４４－８１３－８２１０

＜編集部からのお願い＞
　会員の活動の状況をお知らせください。『計量史通信』で紹介いたします。
〒１６２－０８３７　東京都新宿区納戸町２５－１　日本計量史学会『計量史通信』編集部宛
TEL ／ FAX０３－３２６９－７９８９　E-mail: shm@beach.ocn.ne.jp
できるだけ E-mail または FAXでお知らせください。

　　

ストレンゲージの発明者が死去

　接着型ストレンゲージの発明者の１人である Ed.E.Simmons が、この５月２０日に亡 
くなりました。
　現在使用されている接着型ストレンゲージは、１９３６～３８年に米国の Ed.E.Simmons 
と、 Arthur C. Ruge の２人がそれぞれ独立してほぼ同時に発明したと云われています。

［前田親良顧問から連絡をいただきました。］

『中国計量』に「世界計量記念日」のポスター広告

　『中国計量』（２００４／３）に「世界計量記念日」のポスターが紹介されています。
　「世界計量記念日」（World Metrology Day）は、５月２０日であり、１８７５年（明治８
年）にメートル条約が成立した日です。この記念日が決
定されたのは１９９９年１０月７日の第８８回国際度量衡委
員会であり、１０月１１日からの第２１回国際度量衡総会で
公表され、加盟各国が記念行事を行うよう推奨されま
した。メートル法制定１２５周年に当たる２０００年から実
施。日本ではこれを記念して「国際計量標準シンポジウ
ム」などが開かれています。
　「世界計量記念日」は日本の提案であり、本会の飯塚
幸三理事（当時国際度量衡委員会副委員長）が国際度量
衡委員会で提案しました。［岩田重雄顧問から情報をいただきました。］

トピックス
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画家フェルメ－ルと計量　　ＮＨＫ｢新日曜美術館｣６月６日の企画に当学会が協力

学術部

　４月中旬にＮＨＫ｢新日曜美術館｣の制作担当者から学会へ質問が寄せられました。十七世紀オランダの
計量とくに長さの単位について訊ねたいとのこと。説明によりますと、画家フェルメール（Ｊ .Ｖｅｒｍｅ
ｅｒ、１６３２～１６７５）が自作絵画｢画家のアトリエ｣に描いた仕事場の情景をテレビ・スタデイオで再現す
る企てがあって、部屋や家具の寸法を確認したいのだが、当時の計量単位の実態を教えて貰いたいとの希望
でした。
　そこで、オランダ計量史を研究している会員１）がＮＨＫと連絡を取り詳細を照会した所、時は１６６０年代、
場所はデルフトと条件が限定されましたので、早速、信頼できる文献２）から検索して
　　１エル（el）＝ ０.６８３ ２３メートル（m）
と解答し、併せて、同時期の他の都市たとえばアムステルダムの
　　１エル（el）＝０.６８７ ８１メートル（m）
等とは区別すべきことも伝えまして、感謝されました。
　６月６日�午前９時の教育テレビ｢新日曜美術館｣でどのような扱いがなされたか、ご感想などの寄稿を
お勧めいたします。
　ご参考までに補足しますと、後の１８１０年代、オランダはフランスの支配下に置かれ、メートル法をいち
早く導入するのですが、
国民が受け入れやすいようにとの配慮から、旧単位名を残して
　　１エル（el）＝１メートル（m）
という、かなり強引な切り替えをしました。この不自然なエル単位は数年後に廃止され、メートルへの統一
が達成されますが、その途上の過渡的なオランダ計量制度が日本にも伝えられ、当時の蘭学者たちを大いに
悩ませたのでした。
　－フェルメールは｢天秤をもつ女｣という絵も残しています。計量に関心を抱いた芸術家の一人だったと
言えるでしょう。このたび当学会に刺激を与えてくれたのも偶然とは思えませんね。
　フェルメール作品展は、東京都立美術館および神戸市立博物館で順次に開催されます。
  なお、この問い合わせに際し、�日本計量振興協会事務局のお手数をわずらわせました。心からお礼を申し
述べます。

１）高田：〈あるオランダ文献に見る日本度量衡〉｢計量史研究｣、
　　No.14（1991）,.p.27およびNo.15（1992）,p.45.
２）W.C.J.Staring:De binnnen- en buitenlandsche Maten…、
　　初版1871、改訂増補1902、復刻1980.

フェルメール「画家のアトリエ」
栄光のオランダ・フランドル絵画展

 
東京都立美術館
２００４年４月１５日～７月４日（休室日：毎週月曜日）
開室時間：９時から１７時まで開室（入室は１６時３０分まで）
夜間開室：金曜日は７時まで開室（入室は１８時３０分まで）
�関連イベント�
記念講演会「フェルメールのアトリエ訪問」
講師：小林 頼子（美術史家・目白大学教授）
日時：２００４年６月１２日（土）午後２時から、場所：東京都美術館講堂
東京都台東区上野公園８－３６、�０３－３８２３－６９２１

神戸市立博物館
７月１７日～１０月１１日
（休館日：原則として月曜日）
開館時間：午前１０時～午後５時
（入館は午後４時３０分まで）（原則）
神戸市中央区京町２４
�０７８－３９１－００３５



― 15 ―

「科学史学校」第１７期－科学史に学ぶ現代の科学技術－を開催中

資料提供・大網　功（理事・東洋大学教授）

【申込み方法】氏名、住所、年齢、職業、電話番号を記入の上、往復ハガキで以下に送付。返信ハガキが入
場券となる。一講演につき、一通。入場無料
【送り先】〒１１０－８７１８台東区上野公園７－２０国立科学博物館学習企画課宛
【場所・時間】国立科学博物館（上野）本館３階大会議室・１４時から１６時
【問い合わせ先】 日本科学史学会（FAXのみ） ０３－３２３９－０５４５
 国立科学博物館学習企画課 ０３－５８１４－９８７５

「計量史話」が海外に旅立つ－『中国計量』が紹介記事掲載

　『中国計量』が「計量史話」という項目を開設してから一年余が経つが、読者の広範な好評を博している。
最近、又、海を渡り、日本計量史学会会員の加島淳一郎先生によって、日本に紹介された。
　加島淳一郎先生は現在株式会社オーバルの社長で、日本計量機器工業連合会副会長、日本計量振興協会副
会長を務め、同時に日中計量定期協議会の日本代表として、何度も我国に友好訪問をされた方である。
　加島淳一郎先生は中国計量史に非常に興味を持たれ、前後して丘光明、　増建先生の計量史を日本語に翻
訳されて日本に紹介された。然も、毎月オーバルの子会社合肥オーバルを通じて『中国計量』雑誌を購入さ
れ、日本に送らせている。

『中国計量２００４年２月号』の記事を日本語訳

２００４年
４月２４日�　財部香枝（中部大学）
「日本の近代化とスミソニアンの博物館

－ジョセフ・ヘンリーが果たした役割－」
５月２２日�　笹本征男（在韓被爆者問題市民会議）
「日米原爆調査から見た科学技術の占領史」
６月２６日�　牧野正久（元東京理科大学）
「明治初期の小学教科書『物理階梯』」
 ７月２４日�　徳元琴代（中央大学）
「毒と薬の化学史－アルカロイド研究をめぐって－」
８月２８日�　中村邦光（日本大学）
「科学の歴史からみた〈江戸時代〉」
９月２５日�　林隆夫（同志社大学）
「インド数学」
１０月２３日�　兵藤友博（立命館大学）
「戦後日本の科学教育政策を考える」

１１月２７日�　廣野善幸
（東京大学）
「遺伝子技術とリスク論」
１２月１８日�　谷本勉
（法政大学）
「地質学と地球科学の戦い」
２００５年
１月２２日�　山崎正勝
（東京工業大学）
「日本の初期原子力開発」
２月２６日�　小川眞里子（三重大学）
「ダーウィン：『種の起源』をめぐって」
３月２６日�　月澤美代子（順天堂大学）
「明治初頭国産人体模型の誕生と普及」
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「スミソニアン・キャスル」

理事　松本栄寿

　ワシントンの中心地、モール地区の芝生を囲むように、１０をこす建物がならんでいる。全体がスミソニア
ンである。そのなかで南側の赤い壁の建物が一際目立つ。通称キャスルと呼ばれるスミソニアン本部である。
このキャスルを背にして一人の彫像が建っている。さて誰であろうか。スミソニアンを訪れる人は、アメリ
カ人も、日本人もジェームス・スミソン像と思ってしまう。ところがこの像は科学者であり、スミソニアン
の初代長官となった、ジョゼフ・ヘンリー（１７９７－１８７８）である。
　スミソニアンの発足は謎につつまれている。１８２９年イギリス人ジェームス・スミソンが、資産５０万ドル
を「知識の増大と普及に寄与する組織をワシントンに創設する」としてアメリカに遺贈することにした。ス
ミソンはアメリカに一人の知人もなく、アメリカの地を踏んだこともない。彼の亡くなった当時、ワシント
ンはわずか人口５,０００人の町であった。やがてアメリカ合衆国の首都になるとは想
像もできなかった。
　スミソンの遺産５０万ドルがアメリカに到着して、１０年以上も議論がつづいた。
ようやく議会の議決をへてスミソニアン協会が発足したのは、１８４６年のことである。
　当時のアメリカは、学協会もアメリカ哲学協会、アメリカアカデミー、フランク
リン協会などがあるのみで、アメリカ全体の科学レベルはヨーロッパ諸国に較べる
と低かった。それを補おうと、天文台、大学、世界に類のない職業教育機関を造る
案などがだされた。まず、議会は、政府コレクションの管理、国立図書館としての
役割をスミソニアンに期待したようである。
　初代長官に選ばれたジョゼフ・ヘンリーは、１９世紀前半のアメリカ人科学者とし
てヨーロッパから認められた数少ない人物である。彼は学術研究を好み、博物館に
は興味を示さなかった。知識の普及のためとして、科学ジャーナルの出版、全世界
の学術文献交換などをはじめている。
　ヘンリーは１８３０年頃のエール大学の教授時代に大型のＵ型磁石をつくりだして
いる。エール磁石と呼ばれる電磁尺は、コア重量５９.５ポンド（２９キロ）で、２０６３
ポンド（７７０キロ）をつりあげることができた。この電磁石の実験中に、電磁石に
電流を流すときには何事もないが、電流を切るときには必ずスパークが飛ぶことに
気づいた。これが自己誘導現象の発見につながった。相互誘導を発見した、ファラ
デーと功績を分かち合った形である。さらに、彼は電磁石の応用としてモールスよ
り早く電信の実験を行っている。キャスル前の彫像の台座の横には電磁石の形が彫
り込まれている。のち彼の電磁気研究の業績を買われ、インダクタンスの単位とし
てヘンリーが採用された。
　１８５０年代には、天気予報を始めている。全国のアマチュアにその地域の天候を観
測させて、電信をつかって情報をあつめ天気図を造りだした。電信回線は電信会社
が提供したが、彼の始めた気象観測が現在のアメリカ気象局の原型となった。電信
技術はモールスにこされたが、彼の夢見た遠隔情報伝送網として電信が生かされた
ことになる。
　やがて、１８５５年ヘンリー一家はキャスルに住まいを移し研究を続けることになる。
キャスルの前にヘンリー像があるのは当然の姿である。ではジェームス・スミソン
はどこに居るのだろうか。次の機会にしよう。
   

　寄　稿　

写真１：ヘンリー像

写真２：横に彫られ
た電磁石
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科学史の眼で見た｢計量いま・むかし展｣

東洋英和女学院大学教授  科学史専攻　下坂　英

　２００４年１月１６日に、｢平賀源内展｣と ｢計量いま・むかし展｣を見てきました。
　｢源内展｣は、多くの展示物を集め、平賀源内の多彩な活動をよく紹介しており、楽しめました。
　｢計量いま・むかし展｣ですが、｢源内展｣と同時開催したのには、感心しました。かなり多くの人が入っ
ていました。源内とのつながりも、温度計を媒介としているので、不自然ではありませんでした。見事な作
戦で、大成功だったのではないでしょうか。
　メートル原器は初めての公開ということで、私も大いに期待していました。ただ、ケースに入ったまま
だったのが残念です。トレスカの断面とか、メートルの目盛を見たかったのですが、見られませんでした。
目盛は、あの裏側にあるのでしょうか。
　ペリーの天秤も興味深かったですし、江戸時代の銀秤、後藤四郎兵衛家の文書や分銅などもよかったです。
タルモメイトルの再現もいいですね。温度計の話をするとき、教材に使えると思い、売られていた物を買い
ました。現代の計量器も実際に試すことができ面白かったです。
　パンフレットですが、小冊子にもかかわらず、肝心なことは書かれており、格調の高いもので、感心しま
した。
　計量というのは、科学の本質に深くかかわっています。理科教育でも、計量について、かなり時間を取っ
て教えられるべきだと思います。そのことはまた、科学理論とは現実離れしたものではなく、実際の生活と
結びついていることも実感させてくれるはずです。
　というようなことを、展示を見ながら、つらつら考えていました。

［某会員あてに届いたお手紙を、下坂氏のご了解のもとに抄録して掲載させていただいた。］
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第三高等学校時代の物理実験機器－比重計・温度計

会員（監事）　有限会社　横田計器製作所　横田　茂子

　以前、詰め込み教育や落ちこぼれが話題になり、ゆとり教育に変ったと思ったらまた変わった。学力は低
下し理科離れも深刻だそうだ。
　科学は日進月歩で発展している。研究や開発と言われても、これまでのように目で見えるもの、手でさわ
れるものでは無い電気や電子や光といったものはピンとこない。形が無いので実感できなくなっている。そ
のような中、京都大学総合博物館に第三高等学校時代に使われた物理実験機器が所蔵されていることを知っ
た。ホコリをかぶったまま忘れられ、廃棄されたであろう機器の再デビューにより、近代から現代に至る教
育の軌跡を知らしめた。
　基礎教育をしっかり行った明治時代の理科教育を再認識できる。
　最新の事柄はいつの時代でも脚光を浴びる。しかし大切なのは本当に地味だけれど基礎だと思われる。歴
史から学ぶことも多い。当時の学生達が使った機器の購入年代や購入経路の記録が残っており、輸入品や国
産品など多種多様であるが製造元まで記入されている。機器の解説も付いて書籍として京都大学学術出版会
から出版されている。
　　　「近代日本と物理実験機器－京都大学所蔵　明治・大正期物理実験機器」
　　 ２００１（平成１３）年７月１５日初版　　編著者　永平幸雄／川合葉子
　明治時代の初期に国造りのためとはいえ高価な機器の購入は大変だったであろう。欧米から知識を吸収し、
見てさわって、工夫と努力で国産化されていった軌跡を垣間見た気がした。たまたま京都に行く機会があり、
高田誠二先生から上記の著書の執筆者の一人である京都大学の鉄尾実与資先生を紹介いただいた。京都大学
総合博物館を訪れ収蔵庫の機器を手にとって見せていただいた。まず書物に掲載されている比重計・温度計
を見せていただいた。次に未整理中の比重計・温度計と酒精計と思われる機器を見せていただいた。
　完成度はとても高く良くできており現代とほとんど変わらずレベルが高いのには驚かされた。残念なのは
機器にメーカー名が入ってないものがあり国産品か輸入品かの識別ができないこと。購入台帳にも記録は無
いらしい。輸入品ならメーカーはたぶん製作時に名前を入れるであろうと思われるので国産品と推測する。
仕様も比重計・温度計の目盛り位置の確認点が付いており丁寧に作られており驚かされる。温度計や比重計
のガラス加工の技術はどのように習得していったのか。比重の軽いところや重いところはどのように対処し
ていったのか興味は尽きない。日本で最初に寒暖計を作った平賀源内はファーレンハイトが作った寒暖計を
見て、自分は作れると豪語したそうだ。ドイツで作られてから間もない時期に作られた日本人の技術力は高
い。模倣から始まり自分の技術として作り上げていった国産機器は研究者と職人達の苦労が偲ばれる。収蔵
庫の中でそれぞれにタグが付き、しかるべき位置に収まっているのを目の当たりにして保護されていること
を実感した。古い機器にもう一度場所を与えてくれたこの一連の作業に価値を感じた。できうることなら温
度計や比重計を実際に測り、その精度を確認したいものである。

京都大学総合博物館
所在地：〒６０６－８５０１京都市左京区吉田本町
� : ０７５－７５３－３２７２、３２７３、３２７４／� : ０７５－７５３－３２７７
交通案内：▽京都市バス＝系統番号３、１７、６５、２０１、２０３、２０６のいずれも利用できます。“百万遍（ひゃ
くまんべん）”停留所で下車（京都駅から３０分程度）▽京阪電鉄＝阪本線“出町柳（でまちやなぎ）”
駅で下車、今出川通りを東進、百万遍交差点を南に折れてすぐ（出町柳駅から徒歩１５分）
開館時間：９時３０分から４時３０分（入館は４時まで）
休館日：月曜日、火曜日、１２月２８日～１月４日 
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（２００４年１月以降）

【新入会員】

矢島不二男　　
 〒１６０－０００４ 東京都新宿区四谷２－２ �０３－３３４１－４９２０
藤代　　渡　 計量士　�大丸ピ－コック
 〒２７６－０８２４ 千葉県船橋市前原東３－３０－１４ � ０４７－４７２－７３９６
大平　岳男 計量士　�松川計量器店
 〒９５０－００２６ 新潟県新潟市小金町１－１４－３１�松川計量器店 � ０２５－２７４－１９５１

【名義変更】

岩手県計量協会　⇒　吉田和彦
 〒０２０－０００４ 岩手県盛岡市山岸４－１４－４３ �０１９－６６２－８３７９

【住所変更】

浜　　輝雄　（新）
 〒０４１－０８０６ 函館市美原５－４１－１５ � ０１３８－４７－０２７６

【転居】

斎藤　雅和　（新）
 〒１９４－０２１１ 東京都町田市相原町７１１
中村　邦光　（新）
 〒３８９－０１０２ 長野県北佐久郡軽井沢町泉の里２２７５－５ �０２６７－４２－１１８３

【住居表示変更】　

富樫　孝昭　（新）
 〒３３７－００４３ さいたま市見沼区中川５－６
中山　陽子　（新）
 〒３２６－０９１１ さいたま市緑区三室１１２８
山本　　弘　（新）
 〒３３０－００６２ さいたま市浦和区仲町４－１５－６
小川　　博　（新） 
 〒３８７－００１４ 長野県千曲市打沢１０９－１

【番地訂正】

西田　貢　　（新）  京都府相楽郡木津町木津川台３－８－１０

【送付先変更】

島田　好昭　（新）
 〒６３９－２１４３ 奈良県北葛城郡新庄町南道穂１９４－２ � ０７４５－６９－６６５５

会員移動

Administrator
〒１６０－０００４ 東京都新宿区四谷２－２ �０３－３３４１－４９２０

Administrator
〒２７６－０８２４ 千葉県船橋市前原東３－３０－１４ � ０４７－４７２－７３９６

Administrator
〒９５０－００２６ 新潟県新潟市小金町１－１４－３１�松川計量器店� ０２５－２７４－１９５１

Administrator
〒０２０－０００４ 岩手県盛岡市山岸４－１４－４３ �０１９－６６２－８３７９

Administrator
〒０４１－０８０６ 函館市美原５－４１－１５ � ０１３８－４７－０２７６

Administrator
雅和　（新）〒１９４－０２１１ 東京都町田市相原町７１１

Administrator
邦光　（新）〒３８９－０１０２ 長野県北佐久郡軽井沢町泉の里２２７５－５ �０２６７－４２－１１８３

Administrator
〒３３７－００４３ さいたま市見沼区中川５－６

Administrator
陽子　（新）〒３２６－０９１１ さいたま市緑区三室１１２８

Administrator
〒３３０－００６２ さいたま市浦和区仲町４－１５－６

Administrator
　博　（新）〒３８７－００１４ 長野県千曲市打沢１０９－１

Administrator
京都府相楽郡木津町木津川台３－８－１０

Administrator
〒６３９－２１４３ 奈良県北葛城郡新庄町南道穂１９４－２ � ０７４５－６９－６６５５

Administrator
打

Administrator

Administrator
１６０－０００４ 東京都新宿区四谷２－計量士　�大丸ピ－コック２７６－０８２４ 千葉県船橋市前原東計量士　�松川計量器店９５０－００２６ 新潟県新潟市小金町

Administrator
住所等は省略

Administrator
【新入会員】矢島不二男　　〒１６０－０００４ 東京都新宿区四谷２－２ �０３－３３４１－４９２０藤代　　渡　計量士　�大丸ピ－コック〒２７６－０８２４ 千葉県船橋市前原東３－３０－１４ � ０４７－４７２－７３９６大平　岳男計量士　�松川計量器店〒９５０－００２６ 新潟県新潟市小金町１－１４－３１�松川計量器店� ０２５－２７４－１９５１【名義変更】岩手県計量協会　⇒　吉田和彦〒０２０－０００４ 岩手県盛岡市山岸４－１４－４３ �０１９－６６２－８３７９【住所変更】浜　　輝雄　（新）〒０４１－０８０６ 函館市美原５－４１－１５ � ０１３８－４７－０２７６【転居】斎藤　雅和　（新）〒１９４－０２１１ 東京都町田市相原町７１１中村　邦光　（新）〒３８９－０１０２ 長野県北佐久郡軽井沢町泉の里２２７５－５ �０２６７－４２－１１８３【住居表示変更】　富樫　孝昭　（新）〒３３７－００４３ さいたま市見沼区中川５－６中山　陽子　（新）〒３２６－０９１１ さいたま市緑区三室１１２８山本　　弘　（新）〒３３０－００６２ さいたま市浦和区仲町４－１５－６小川　　博　（新）〒３８７－００１４ 長野県千曲市打沢１０９－１【番地訂正】西田　貢　　（新） 京都府相楽郡木津町木津川台３－８－１０【送付先変更】島田　好昭　（新）〒６３９－２１４３ 奈良県北葛城郡新庄町南道穂１９４－２ � ０７４５－６９－６６５５住所等は省略

Administrator
省略
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電話番号住　　　所郵便番号会員名
秋田県計量協会 010-0944 秋田県秋田市川尻若葉町1-5 0188-65-2671
秋山　　収 143-0025 東京都大田区南馬込5-9-14 03-3773-3278
秋山　一雄 193-0931 東京都八王子市台町2-20-17 0426-22-8672
浅野　栄市 160-0022 東京都新宿区新宿2-3-16-707 03-3353-3632
足立　孝之 658-0063 兵庫県神戸市東灘区住吉山手7-7-15 078-842-4185
荒井　秀規 111-0031 東京都台東区千束3-20-34 03-3872-3040
新井　　宏 229-1122 神奈川県相模原市横山2-14-6 0427-54-9361
荒木　恒夫 152-0012 東京都目黒区洗足2-26-15-404 03-3786-6836
飯塚　幸三 173-0021 東京都板橋区弥生町61-6-503 03-5917-8709
池谷　信之 410-2123 静岡県田方郡韮山町四日町92-1 0559-49-6334
伊藤　　壽 467-0816 名古屋市瑞穂区牧野町3-35 052-851-9481
稲葉　千代吉 263-0016 千葉県千葉市稲毛区天台1-23-14 043-222-5598
稲永　英和 811-2413 福岡県粕屋郡篠栗町尾仲395-2-206 092-984-0366
井上　吉靖 165-0023 東京都中野区江原町1-25-22-106 03-5996-3601
今岡　司郎 693-0216 島根県出雲市乙立町1185-3 0853-45-0937
今坂　晋典 860-0081 熊本県熊本市京町本丁8-12�ライト設計 096-359-4556
今村　　徹 305-8563 茨城県つくば市梅園1-1-1中央第3�独 産業技術総合研究所 029-861-4204
入野　　博 145-0065 東京都大田区東雪谷1-19-4 03-3727-2410
岩下　貞治 101-0047 東京都千代田区内神田2-14-12岩下度量衡� 03-3254-5991
岩田　重雄 175-0082 東京都板橋区高島平4-16-1 03-3979-9117
上野　　滋 179-0072 東京都練馬区光が丘7-7-7-408 03-3930-9760
内川　恵三郎 165-0024 東京都中野区松が丘1-27-4 03-3386-4442
大網　　功 365-0078 埼玉県鴻巣市加美2-8-3 0485-42-9632
大隅　亜希子 400-0015 山梨県甲府市大手1-4-4-23 0552-54-1971
大野　健蔵 261-0002 千葉市美浜区新港142-3恵藤計器� 043-271-0505
大平　岳男 950-0026 新潟県新潟市小金町1-14-31�松川計量器店 025-274-1951
岡崎　　稔 120-0005 東京都足立区綾瀬3-15-5-602 03-5616-8363
岡野　　公 520-3026 滋賀県粟太郡栗東町下鈎959-1�イシダ滋賀事業所 077-551-0168
小川　敬司 651-1331 兵庫県神戸市北区有野町唐櫃25-16 078-982-2276
小川　　博 387-0014 長野県千曲市打沢109-1 026-272-0272
小川　忠治 246-0022 神奈川県横浜市瀬谷区三ッ境58-18小川計量士事務所 045-362-7807
小川　実吉 226-0027 横浜市緑区長津田2-34-6-117 045-983-1910
奥村　彪生 639-0232 奈良県香芝市下田東1-299-1 0745-77-2004
奥村　和代 151-0063 東京都渋谷区富ヶ谷2-44-12 03-3467-3816
小木曽　幸男 500-8238 岐阜県岐阜市細畑4-7-4 058-245-3704
押尾　寅松 222-0022 神奈川県横浜市港北区篠原東2-9-31 045-421-3730
小野沢  博 174-0074 東京都板橋区東新町2-9-3 03-3973-4975
小野田　元 170-0003 東京都豊島区駒込4-15-17 03-3915-0052
蔭山　寿一 175-0081 東京都板橋区新河岸1-3-2-407 03-3937-3690
笠原　　秀 230-0051 神奈川県横浜市鶴見区鶴見中央3-9-27
  　　　　　　　　　　　トキコテクノ�サービス商品事業部 
笠原　　剛 305-0822 茨城県つくば市苅間1077-3 0298-52-1924
加島　淳一郎 251-0045 神奈川県藤沢市辻堂東海岸4-6-22 0466-35-5543
加藤　和大 963-8874 郡山市深沢2-15-13 025-932-5452
加藤　啓二 980-0011 宮城県仙台市青葉区上杉3-3-17仙台環境科学� 022-263-1361
金森　直治 462-0037 愛知県名古屋市北区志賀町5-11東志賀荘2-304 052-914-4703

会員名簿　２００４年６月１日現在

Administrator
電話番号住　　　所郵便番号会員名秋田県計量協会010-0944 秋田県秋田市川尻若葉町1-5 0188-65-2671秋山　　収143-0025 東京都大田区南馬込5-9-14 03-3773-3278秋山　一雄193-0931 東京都八王子市台町2-20-17 0426-22-8672浅野　栄市160-0022 東京都新宿区新宿2-3-16-707 03-3353-3632足立　孝之658-0063 兵庫県神戸市東灘区住吉山手7-7-15 078-842-4185荒井　秀規111-0031 東京都台東区千束3-20-34 03-3872-3040新井　　宏229-1122 神奈川県相模原市横山2-14-6 0427-54-9361荒木　恒夫152-0012 東京都目黒区洗足2-26-15-404 03-3786-6836飯塚　幸三173-0021 東京都板橋区弥生町61-6-503 03-5917-8709池谷　信之410-2123 静岡県田方郡韮山町四日町92-1 0559-49-6334伊藤　　壽467-0816 名古屋市瑞穂区牧野町3-35 052-851-9481稲葉　千代吉263-0016 千葉県千葉市稲毛区天台1-23-14 043-222-5598稲永　英和811-2413 福岡県粕屋郡篠栗町尾仲395-2-206 092-984-0366井上　吉靖165-0023 東京都中野区江原町1-25-22-106 03-5996-3601今岡　司郎693-0216 島根県出雲市乙立町1185-3 0853-45-0937今坂　晋典860-0081 熊本県熊本市京町本丁8-12�ライト設計096-359-4556今村　　徹305-8563 茨城県つくば市梅園1-1-1 中央第3�独産業技術総合研究所029-861-4204入野　　博145-0065 東京都大田区東雪谷1-19-4 03-3727-2410岩下　貞治101-0047 東京都千代田区内神田2-14-12 岩下度量衡� 03-3254-5991岩田　重雄175-0082 東京都板橋区高島平4-16-1 03-3979-9117上野　　滋179-0072 東京都練馬区光が丘7-7-7-408 03-3930-9760内川　恵三郎165-0024 東京都中野区松が丘1-27-4 03-3386-4442大網　　功365-0078 埼玉県鴻巣市加美2-8-3 0485-42-9632大隅　亜希子400-0015 山梨県甲府市大手1-4-4-23 0552-54-1971大野　健蔵261-0002 千葉市美浜区新港142-3 恵藤計器� 043-271-0505大平　岳男950-0026 新潟県新潟市小金町1-14-31�松川計量器店025-274-1951岡崎　　稔120-0005 東京都足立区綾瀬3-15-5-602 03-5616-8363岡野　　公520-3026 滋賀県粟太郡栗東町下鈎959-1�イシダ滋賀事業所077-551-0168小川　敬司651-1331 兵庫県神戸市北区有野町唐櫃25-16 078-982-2276小川　　博387-0014 長野県千曲市打沢109-1 026-272-0272小川　忠治246-0022 神奈川県横浜市瀬谷区三ッ境58-18 小川計量士事務所045-362-7807小川　実吉226-0027 横浜市緑区長津田2-34-6-117 045-983-1910奥村　彪生639-0232 奈良県香芝市下田東1-299-1 0745-77-2004奥村　和代151-0063 東京都渋谷区富ヶ谷2-44-12 03-3467-3816小木曽　幸男500-8238 岐阜県岐阜市細畑4-7-4 058-245-3704押尾　寅松222-0022 神奈川県横浜市港北区篠原東2-9-31 045-421-3730小野沢博174-0074 東京都板橋区東新町2-9-3 03-3973-4975小野田　元170-0003 東京都豊島区駒込4-15-17 03-3915-0052蔭山　寿一175-0081 東京都板橋区新河岸1-3-2-407 03-3937-3690笠原　　秀230-0051 神奈川県横浜市鶴見区鶴見中央3-9-27　　　　　　　　　　　トキコテクノ�サービス商品事業部笠原　　剛305-0822 茨城県つくば市苅間1077-3 0298-52-1924加島　淳一郎251-0045 神奈川県藤沢市辻堂東海岸4-6-22 0466-35-5543加藤　和大963-8874 郡山市深沢2-15-13 025-932-5452加藤　啓二980-0011 宮城県仙台市青葉区上杉3-3-17 仙台環境科学� 022-263-1361金森　直治462-0037 愛知県名古屋市北区志賀町5-11 東志賀荘2-304 052-914-4703会員名簿　２００４年６月１日現在
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金子　伸男 753-0851 山口県山口市大字黒川2730-3 083-924-4265
金田　良作 108-0074 東京都港区高輪2-7-11 03-3443-2295
唐沢　進太郎 390-1298 長野県松本市和田3967-10東洋計器� 0263-48-1121
川端　俊一郎 061-2282 北海道札幌市南区藤野2-6 011-591-4814
川村　正晃 599-0232 大阪府阪南市箱作441-63 0724-76-2320
菅野　　允 180-0022 東京都武蔵野市境4-4-4 0422-54-4066
岸　　　昭 216-0021 神奈川県川崎市宮前区五所塚2-14-3 
丘　　光明 100013 中華人民共和国北京市和平里13区 25号楼東単元806 -84262485
熊山　昭治 236-0053 神奈川県横浜市金沢区能見台通5-34 045-784-3601
蔵原　清人 177-0042 東京都練馬区下石神井4-19-11 03-3996-2433
黒須　　茂 308-0854 茨城県下館市女方61-88 0296-28-4476
児玉　一裕 321-0932 宇都宮市平松町1106-2ハニーコートB-102 028-632-8825
小西　正彦 222-0032 神奈川県横浜市港北区大豆戸町200-609 045-439-5558
小林　健蔵 512-1304 三重県四日市市中野町1163 0593-39-0936
小林　稔明 143-0027 東京都大田区中馬込1-7-10-103 03-3775-4003
小宮　勤一 203-0023 東京都東久留米市南沢2-11-2 0424-71-5158
小山　幸治 390-0841 長野県松本市渚4-12-4�小山はかり工場 0263-25-3740
小山亥一郎 120-0835 岩手県盛岡市津志田7-41-4�大東環境科学 019-635-2465
斎藤　雅和 194-0211 東京都町田市相原町771 
斉藤　和義 181-0012 東京都三鷹市上連雀7-6-11 0422-43-5846
桜井　慧雄 106-0046 東京都港区元麻布1-7-3 03-3453-9252
佐藤　克哉 162-0837 東京都新宿区納戸町25-1�日本計量振興協会 03-3260-2419
沢辺　雅二 213-0012 神奈川県川崎市高津区坂戸1-20-1�ミツトヨ 044-822-4124
技術情報部門図書業務室 305-8563 茨城県つくば市梅園1-1-1　中央第三産業技術総合研究所 0298-61-4195
渋谷　　弘 769-1102 香川県三豊郡詫間町大字松崎66-44 0875-83-6008
島田　好昭 639-2143 奈良県北葛城郡新庄町南道穂194-2 0745-69-6655
島田　茂男 751-0848 山口県下関市綾羅木南町3-2-1 0832-53-6672
白石　　清 246-0025 横浜市瀬谷区阿久和西2-14-19 045-361-6219
白崎　昭一郎 918-8011 福井県福井市月見3-7-8 0776-34-2291
進藤　　進 208-0004 東京都武蔵村山市本町2-92 042-560-4063
菅原　元治 989-0701 宮城県刈田郡蔵王町宮字馬飼34-1 0224-32-2418
鈴木　清次 213-0001 神奈川県川崎市高津区溝口3-14-1田中屋ビル 044-833-1301
鈴木　健太郎 142-0061 東京都品川区小山台1-30-6-304 090-6015-5859
鈴木　和夫 185-0013 東京都国分寺市西恋ヶ窪1-20-4 042-301-7456
首藤　郁夫 183-0035 東京都府中市四谷3-55-14 042-366-1286
須股　孝信 630-8325 奈良県奈良市西木辻町122-1朝日 ﾌﾟﾗｻﾞｱｰﾊﾞﾈ-ﾄ奈良 614 0742-24-3202
住友史料館 606-8431 京都府京都市左京区鹿ケ谷下宮ノ前町1-2 075-761-7503
関　　欽司 181-0015 東京都三鷹市大沢1-1-29 0442-33-0715
�　　増建 200030 中華人民共和国上海市宣山路406弄 1号 801
  上海交通大学科学史与科学哲学系 021-62932571
全国大学生協連図書サービス 166-0012 東京都杉並区和田3-30-22 03-5307-1134
高田　　彰 661-0002 兵庫県尼崎市塚口町4-59-43 06-6421-2334
高田　誠二 168-0065 東京都杉並区浜田山4-17-7 03-5378-5303
高橋　正信 920-0901 石川県金沢市彦三町2-13-5高橋衡器製作所 076-221-4260
高橋　正夫 359-0038 埼玉県所沢市北秋津137-7 0429-23-7584
高松　宏之 132-0035 東京都江戸川区平井4-21-12-1010ブライトコート平井 03-5627-6337
多賀谷　宏 152-0021 東京都目黒区東が丘2-11-20 03-3424-7175

電話番号住　　　所郵便番号会員名

Administrator
金子　伸男753-0851 山口県山口市大字黒川2730-3 083-924-4265金田　良作108-0074 東京都港区高輪2-7-11 03-3443-2295唐沢　進太郎390-1298 長野県松本市和田3967-10 東洋計器� 0263-48-1121川端　俊一郎061-2282 北海道札幌市南区藤野2-6 011-591-4814川村　正晃599-0232 大阪府阪南市箱作441-63 0724-76-2320菅野　　允180-0022 東京都武蔵野市境4-4-4 0422-54-4066岸　　　昭216-0021 神奈川県川崎市宮前区五所塚2-14-3丘　　光明100013 中華人民共和国北京市和平里13 区25 号楼東単元806 -84262485熊山　昭治236-0053 神奈川県横浜市金沢区能見台通5-34 045-784-3601蔵原　清人177-0042 東京都練馬区下石神井4-19-11 03-3996-2433黒須　　茂308-0854 茨城県下館市女方61-88 0296-28-4476児玉　一裕321-0932 宇都宮市平松町1106-2 ハニーコートB-102 028-632-8825小西　正彦222-0032 神奈川県横浜市港北区大豆戸町200-609 045-439-5558小林　健蔵512-1304 三重県四日市市中野町1163 0593-39-0936小林　稔明143-0027 東京都大田区中馬込1-7-10-103 03-3775-4003小宮　勤一203-0023 東京都東久留米市南沢2-11-2 0424-71-5158小山　幸治390-0841 長野県松本市渚4-12-4�小山はかり工場0263-25-3740小山亥一郎120-0835 岩手県盛岡市津志田7-41-4�大東環境科学019-635-2465斎藤　雅和194-0211 東京都町田市相原町771斉藤　和義181-0012 東京都三鷹市上連雀7-6-11 0422-43-5846桜井　慧雄106-0046 東京都港区元麻布1-7-3 03-3453-9252佐藤　克哉162-0837 東京都新宿区納戸町25-1�日本計量振興協会03-3260-2419沢辺　雅二213-0012 神奈川県川崎市高津区坂戸1-20-1�ミツトヨ044-822-4124技術情報部門図書業務室305-8563 茨城県つくば市梅園1-1-1　中央第三産業技術総合研究所0298-61-4195渋谷　　弘769-1102 香川県三豊郡詫間町大字松崎66-44 0875-83-6008島田　好昭639-2143 奈良県北葛城郡新庄町南道穂194-2 0745-69-6655島田　茂男751-0848 山口県下関市綾羅木南町3-2-1 0832-53-6672白石　　清246-0025 横浜市瀬谷区阿久和西2-14-19 045-361-6219白崎　昭一郎918-8011 福井県福井市月見3-7-8 0776-34-2291進藤　　進208-0004 東京都武蔵村山市本町2-92 042-560-4063菅原　元治989-0701 宮城県刈田郡蔵王町宮字馬飼34-1 0224-32-2418鈴木　清次213-0001 神奈川県川崎市高津区溝口3-14-1 田中屋ビル044-833-1301鈴木　健太郎142-0061 東京都品川区小山台1-30-6-304 090-6015-5859鈴木　和夫185-0013 東京都国分寺市西恋ヶ窪1-20-4 042-301-7456首藤　郁夫183-0035 東京都府中市四谷3-55-14 042-366-1286須股　孝信630-8325 奈良県奈良市西木辻町122-1 朝日ﾌﾟﾗｻﾞｱｰﾊﾞﾈ-ﾄ奈良614 0742-24-3202住友史料館606-8431 京都府京都市左京区鹿ケ谷下宮ノ前町1-2 075-761-7503関　　欽司181-0015 東京都三鷹市大沢1-1-29 0442-33-0715�　　増建200030 中華人民共和国上海市宣山路406 弄1 号801上海交通大学科学史与科学哲学系021-62932571全国大学生協連図書サービス166-0012 東京都杉並区和田3-30-22 03-5307-1134高田　　彰661-0002 兵庫県尼崎市塚口町4-59-43 06-6421-2334高田　誠二168-0065 東京都杉並区浜田山4-17-7 03-5378-5303高橋　正信920-0901 石川県金沢市彦三町2-13-5 高橋衡器製作所076-221-4260高橋　正夫359-0038 埼玉県所沢市北秋津137-7 0429-23-7584高松　宏之132-0035 東京都江戸川区平井4-21-12-1010 ブライトコート平井03-5627-6337多賀谷　宏152-0021 東京都目黒区東が丘2-11-20 03-3424-7175電話番号住　　　所郵便番号会員名
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城　　道高 500-8453 岐阜県岐阜市加納鉄砲町1-36 058-273-7271
辰巳　　博 663-8104 兵庫県西宮市天道町15-15 0798-64-2562
谷田　大輔 174-8630 東京都板橋区前野町1-14-2�タニタ 03-3968-2111
趙　　子敏 443000 中華人民共和国湖北省宜昌市珍珠路58-5-101 -6769243
土田　泰秀 390-1298 長野県松本市和田3967-10東洋計器� 0263-48-1121
寺戸　常三郎 420-0838 静岡県静岡市相生町6-16静岡コピーセンター 054-245-6261
富樫　孝昭 337-0043 埼玉県さいたま市見沼区中川5-6 048-684-6093
富田　徹男 333-0866 埼玉県川口市芝5-9-3 048-265-9145
長岡　昭雄 501-1178 岐阜県岐阜市上西郷1-83 058-239-0598
中村　敏弘 989-0232 宮城県白石市福岡長袋字小倉山154-1 02242-5-4068
中村　邦光 389-0102 長野県北佐久郡軽井沢町泉の里2275-5 0267-42-1183
中山　敏雄 171-0031 東京都豊島区目白1-4-15-2307 03-3987-5210
中山　陽子 326-0911 埼玉県さいたま市緑区三室1128 048-873-2434
鍋島　綾雄 984-0015 宮城県仙台市若林区卸町5-3-5�日東イシダ 022-235-3561
二階堂亮一郎 982-0813 宮城県仙台市太白区山田北前町33-28 022-245-3254
西田　　貢 619-0225 京都府相楽郡木津町木津川台3-8-10 0774-72-0661
西田　雅嗣 601-1254 京都府京都市左京区八瀬野瀬町267-114 075-702-4452
西村　　淳 041-0806 北海道函館市美原3-45-17 0138-46-8107
㈱２１世紀旅行 101-0054 東京都千代田区神田錦町1-4日中友好会館 03-5281-2460
西脇　　康 180-0014 東京都武蔵野市関前3-3-14ビバーチェ武蔵野301 
日本工業大学図書館 345-0826 埼玉県南埼玉郡宮代町学園台4-1 0480-33-7511
野口　泰助 251-0033 神奈川県藤沢市片瀬山2-8-7 0466-50-4479
野田　善之 366-0815 埼玉県深谷市大字櫛引61-1 090-4458-2989
橋本　萬平 670-0876 兵庫県姫路市西八代町8-35 0792-94-7412
長谷川　文夫 470-0135 愛知県日進市岩崎台3-912 05617-4-0455
馬場　　章 312-0032 茨城県ひたちなか市津田2385-4 0292-71-1640
浜　　輝雄 041-0806 函館市美原5-41-15 0138-47-0276
早川　静英 460-0022 愛知県名古屋市中区金山2-6-22�守隨本店 052-332-1181
林　　英夫 176-0001 東京都練馬区練馬1-15-5 03-3992-3676
日高　鉄也 444-0305 愛知県西尾市平坂町辰御当2-1日高計量士事務所 0563-59-7250
檜林　　功 166-0015 東京都杉並区成田東3-35-3 03-3313-7024
平井　　進 145-0061 東京都大田区石川町1-17-1-324 03-3728-4893
平田　惇彦 135-0046 江東区牡丹3-14-9-108 03-3463-5640
平塚　貞作 376-0601 群馬県桐生市梅田町1-16 0277-32-2085
福嶋　喜美雄 390-0875 長野県松本市城西1-1-26 0263-33-7441
�福島県計量協会 960-8065 福島県福島市杉妻町2-16 0245-21-4035
藤岡　健夫 244-0004 神奈川県横浜市戸塚区小雀町1868-50 045-851-6307
藤代　　渡 276-0824 千葉県船橋市前原東3-30-14 047-472-7396
藤田　良蔵 001-0907 北海道札幌市北区新琴似七条15-3-3 011-764-0485
藤高　裕久 174-0072 東京都板橋区南常盤台1-16-19ハイム常盤台104 03-3957-1911
藤原　　泉 240-0113 神奈川県三浦郡葉山町長柄677-60 0468-75-3058
古川　禎一 791-8013 愛媛県松山市山越2-5-37汎座古典建築研究所 089-924-1480
�北海道計量協会 005-0805 北海道札幌市南区川沿五条一丁目 011-572-1773
本多　正行 252-0826 神奈川県藤沢市宮原3359-3 0466-88-6464
前田　親良 572-0013 大阪府寝屋川市三井が丘3-10-34 0720-32-2541
間嶋　茂男 675-0018 兵庫県加古川市野口町坂元598-5 0794-26-3515
松岡　國夫 170-0002 東京都豊島区巣鴨5-8-6 03-3917-6300

電話番号住　　　所郵便番号会員名

Administrator
城　　道高500-8453 岐阜県岐阜市加納鉄砲町1-36 058-273-7271辰巳　　博663-8104 兵庫県西宮市天道町15-15 0798-64-2562谷田　大輔174-8630 東京都板橋区前野町1-14-2�タニタ03-3968-2111趙　　子敏443000 中華人民共和国湖北省宜昌市珍珠路58-5-101 -6769243土田　泰秀390-1298 長野県松本市和田3967-10 東洋計器� 0263-48-1121寺戸　常三郎420-0838 静岡県静岡市相生町6-16 静岡コピーセンター054-245-6261富樫　孝昭337-0043 埼玉県さいたま市見沼区中川5-6 048-684-6093富田　徹男333-0866 埼玉県川口市芝5-9-3 048-265-9145長岡　昭雄501-1178 岐阜県岐阜市上西郷1-83 058-239-0598中村　敏弘989-0232 宮城県白石市福岡長袋字小倉山154-1 02242-5-4068中村　邦光389-0102 長野県北佐久郡軽井沢町泉の里2275-5 0267-42-1183中山　敏雄171-0031 東京都豊島区目白1-4-15-2307 03-3987-5210中山　陽子326-0911 埼玉県さいたま市緑区三室1128 048-873-2434鍋島　綾雄984-0015 宮城県仙台市若林区卸町5-3-5�日東イシダ022-235-3561二階堂亮一郎982-0813 宮城県仙台市太白区山田北前町33-28 022-245-3254西田　　貢619-0225 京都府相楽郡木津町木津川台3-8-10 0774-72-0661西田　雅嗣601-1254 京都府京都市左京区八瀬野瀬町267-114 075-702-4452西村　　淳041-0806 北海道函館市美原3-45-17 0138-46-8107㈱２１世紀旅行101-0054 東京都千代田区神田錦町1-4 日中友好会館03-5281-2460西脇　　康180-0014 東京都武蔵野市関前3-3-14 ビバーチェ武蔵野301日本工業大学図書館345-0826 埼玉県南埼玉郡宮代町学園台4-1 0480-33-7511野口　泰助251-0033 神奈川県藤沢市片瀬山2-8-7 0466-50-4479野田　善之366-0815 埼玉県深谷市大字櫛引61-1 090-4458-2989橋本　萬平670-0876 兵庫県姫路市西八代町8-35 0792-94-7412長谷川　文夫470-0135 愛知県日進市岩崎台3-912 05617-4-0455馬場　　章312-0032 茨城県ひたちなか市津田2385-4 0292-71-1640浜　　輝雄041-0806 函館市美原5-41-15 0138-47-0276早川　静英460-0022 愛知県名古屋市中区金山2-6-22�守隨本店052-332-1181林　　英夫176-0001 東京都練馬区練馬1-15-5 03-3992-3676日高　鉄也444-0305 愛知県西尾市平坂町辰御当2-1 日高計量士事務所0563-59-7250檜林　　功166-0015 東京都杉並区成田東3-35-3 03-3313-7024平井　　進145-0061 東京都大田区石川町1-17-1-324 03-3728-4893平田　惇彦135-0046 江東区牡丹3-14-9-108 03-3463-5640平塚　貞作376-0601 群馬県桐生市梅田町1-16 0277-32-2085福嶋　喜美雄390-0875 長野県松本市城西1-1-26 0263-33-7441�福島県計量協会960-8065 福島県福島市杉妻町2-16 0245-21-4035藤岡　健夫244-0004 神奈川県横浜市戸塚区小雀町1868-50 045-851-6307藤代　　渡276-0824 千葉県船橋市前原東3-30-14 047-472-7396藤田　良蔵001-0907 北海道札幌市北区新琴似七条15-3-3 011-764-0485藤高　裕久174-0072 東京都板橋区南常盤台1-16-19 ハイム常盤台104 03-3957-1911藤原　　泉240-0113 神奈川県三浦郡葉山町長柄677-60 0468-75-3058古川　禎一791-8013 愛媛県松山市山越2-5-37 汎座古典建築研究所089-924-1480�北海道計量協会005-0805 北海道札幌市南区川沿五条一丁目011-572-1773本多　正行252-0826 神奈川県藤沢市宮原3359-3 0466-88-6464前田　親良572-0013 大阪府寝屋川市三井が丘3-10-34 0720-32-2541間嶋　茂男675-0018 兵庫県加古川市野口町坂元598-5 0794-26-3515松岡　國夫170-0002 東京都豊島区巣鴨5-8-6 03-3917-6300電話番号住　　　所郵便番号会員名
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松岡　利郎 639-2164 奈良県北葛城郡当麻町大字長尾199-19 0745-48-4866
松村　恒夫 350-0064 埼玉県川越市末広町3-12-10 0492-25-6650
松本　栄寿 204-0003 東京都清瀬市中里2-642-22 0424-92-1591
松本　克一 515-2621 三重県一志郡白山町大字佐田1284-2松本計量士事務所 059-262-3535
松本市はかり資料館 390-0811 長野県松本市中央3-4-21 0263-36-1191
見方　義孝 673-8688 明石市茶園場町5-22 078-918-5540
三須　義次 411-0848 三島市緑町16-2　㈱三須計量器製作所 0559-75-1059
水谷　　巌 511-0065 三重県桑名市大央町12 0594-21-1274
三橋　俊夫 061-1146 北海道北広島市高台町4-1-4 011-373-1326
蓑輪　善蔵 272-0834 千葉県市川市国分1-18-17 0473-72-2389
宮川　　� 590-0015 大阪府堺市南田出井町４丁4-6 0722-33-7251
宮本　佐知子 540-0006 大阪府大阪市中央区法円坂1-6-48�大阪市文化財協会難波宮分室 06-6943-6836
森川　年久 277-0902 千葉県東葛飾郡沼南町大井934エリカマンション9-309 0471-91-5327
矢崎　勝郎 394-0086 長野県岡谷市長地源1-3-39 02662-8-2500
矢島　不二男 160-0004 東京都新宿区四谷２-２ 03-3341-4920
谷島　喜之 310-0903 茨城県水戸市堀町2023-132 029-253-2436
山崎　敬則 343-0844 埼玉県越谷市大間野町4-214-17 0489-88-4702
山崎　信雄 285-0825 千葉県佐倉市江原台1-21-1 0434-86-1908
山下　喜吉 660-0805 兵庫県尼崎市西長洲町2-26-3山下精衡所 06-6481-4447
山田　研治 277-0941 千葉県東葛飾郡沼南町高柳1759-7 0471-91-0787
山田　尚巳 175-0082 東京都板橋区高島平3-11-1-807 03-3975-0857
山野井　哲夫 332-0006 川口市末広3-4-21 048-224-3969
山本　　弘 330-0062 埼玉県さいたま市浦和区仲町4-15-6 048-886-8078
山本　幸雄 381-3203 長野県上水内郡中条村大字中条4438-6はかりの館 026-268-3302
横内　　進 407-0031 山梨県韮崎市竜岡町若尾新田612 
横田　一壽 199-0105 神奈川県津久井郡相模湖町若柳641-6 0426-85-2828
横田　賢次郎 120-0001 東京都足立区大谷田3-8-22 03-3605-6432
横田　俊英 101-0054 東京都千代田区神田錦町3-11-8武蔵野ビル�日本計量新報社 03-3295-7871
横田　茂子 110-0006 東京都台東区秋葉原3-7�横田計器製作所 03-3251-7088
横山　眞一 146-0094 東京都大田区雪谷4-3-19�東亜計器製作所 03-3720-5141
横山　　進 168-0063 東京都杉並区和泉1-49-8 03-3328-0111
吉川　輝征 364-0014 埼玉県北本市二ツ家4-10-5シティハウス北本２-２０１ 048-591-2932
吉田　和彦 020-0004 岩手県盛岡市山岸4-14-43 019-662-8379
吉田　富二雄 673-0854 兵庫県明石市東朝霧丘23-3 078-912-2985
米川　幸子 205-0011 東京都羽村市五ノ神4-8-3 0425-54-2439
渡部　新一 143-0006 大田区平和島6-1-1　メトラ-トレド� 03-3767-4540
渡部　　勉 113-0023 東京都文京区向丘1-7-20 03-3811-4993
渡辺　英雄 300-1236 茨城県牛久市田宮町193-1 0298-72-0898
渡辺　紀之 301-0014 茨城県龍ヶ崎市須藤堀町872 0297-62-2143
渡利　久規 323-0806 栃木県小山市中久喜771小山工業高等専門学校 0285-21-0309
楊　　　光 110043 中華人民共和国 沈陽市大東区和睦路27-1号 73楼 2-7-3号 ＋86-24-8843188

賛助会員   
�日本計量振興協会 162-0837 東京都新宿区納戸町25-1 03-3268-4920

電話番号住　　　所郵便番号会員名

Administrator
松岡　利郎639-2164 奈良県北葛城郡当麻町大字長尾199-19 0745-48-4866松村　恒夫350-0064 埼玉県川越市末広町3-12-10 0492-25-6650松本　栄寿204-0003 東京都清瀬市中里2-642-22 0424-92-1591松本　克一515-2621 三重県一志郡白山町大字佐田1284-2 松本計量士事務所059-262-3535松本市はかり資料館390-0811 長野県松本市中央3-4-21 0263-36-1191見方　義孝673-8688 明石市茶園場町5-22 078-918-5540三須　義次411-0848 三島市緑町16-2　㈱三須計量器製作所0559-75-1059水谷　　巌511-0065 三重県桑名市大央町12 0594-21-1274三橋　俊夫061-1146 北海道北広島市高台町4-1-4 011-373-1326蓑輪　善蔵272-0834 千葉県市川市国分1-18-17 0473-72-2389宮川　　� 590-0015 大阪府堺市南田出井町４丁4-6 0722-33-7251宮本　佐知子540-0006 大阪府大阪市中央区法円坂1-6-48�大阪市文化財協会難波宮分室06-6943-6836森川　年久277-0902 千葉県東葛飾郡沼南町大井934 エリカマンション9-309 0471-91-5327矢崎　勝郎394-0086 長野県岡谷市長地源1-3-39 02662-8-2500矢島　不二男160-0004 東京都新宿区四谷２- ２ 03-3341-4920谷島　喜之310-0903 茨城県水戸市堀町2023-132 029-253-2436山崎　敬則343-0844 埼玉県越谷市大間野町4-214-17 0489-88-4702山崎　信雄285-0825 千葉県佐倉市江原台1-21-1 0434-86-1908山下　喜吉660-0805 兵庫県尼崎市西長洲町2-26-3 山下精衡所06-6481-4447山田　研治277-0941 千葉県東葛飾郡沼南町高柳1759-7 0471-91-0787山田　尚巳175-0082 東京都板橋区高島平3-11-1-807 03-3975-0857山野井　哲夫332-0006 川口市末広3-4-21 048-224-3969山本　　弘330-0062 埼玉県さいたま市浦和区仲町4-15-6 048-886-8078山本　幸雄381-3203 長野県上水内郡中条村大字中条4438-6 はかりの館026-268-3302横内　　進407-0031 山梨県韮崎市竜岡町若尾新田612横田　一壽199-0105 神奈川県津久井郡相模湖町若柳641-6 0426-85-2828横田　賢次郎120-0001 東京都足立区大谷田3-8-22 03-3605-6432横田　俊英101-0054 東京都千代田区神田錦町3-11-8 武蔵野ビル�日本計量新報社03-3295-7871横田　茂子110-0006 東京都台東区秋葉原3-7�横田計器製作所03-3251-7088横山　眞一146-0094 東京都大田区雪谷4-3-19�東亜計器製作所03-3720-5141横山　　進168-0063 東京都杉並区和泉1-49-8 03-3328-0111吉川　輝征364-0014 埼玉県北本市二ツ家4-10-5 シティハウス北本２-２０１ 048-591-2932吉田　和彦020-0004 岩手県盛岡市山岸4-14-43 019-662-8379吉田　富二雄673-0854 兵庫県明石市東朝霧丘23-3 078-912-2985米川　幸子205-0011 東京都羽村市五ノ神4-8-3 0425-54-2439渡部　新一143-0006 大田区平和島6-1-1　メトラ- トレド� 03-3767-4540渡部　　勉113-0023 東京都文京区向丘1-7-20 03-3811-4993渡辺　英雄300-1236 茨城県牛久市田宮町193-1 0298-72-0898渡辺　紀之301-0014 茨城県龍ヶ崎市須藤堀町872 0297-62-2143渡利　久規323-0806 栃木県小山市中久喜771 小山工業高等専門学校0285-21-0309楊　　　光110043 中華人民共和国沈陽市大東区和睦路27-1 号73 楼2-7-3 号＋ 86-24-8843188賛助会員�日本計量振興協会162-0837 東京都新宿区納戸町25-1 03-3268-4920電話番号住　　　所郵便番号会員名
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　日本計量史学会の機関論文誌「計量史研究」は、会員からの投稿のほか、会員と非会員との連名による投稿
も、募集しております．
　理工系のみならず人文系、社会系、芸術系その他すべての学術分野での｢はかる｣行為の歴史を扱った原稿
（原則として未発表のもの）をお寄せ下さい。記事の種別は、論文・研究ノート・総説・資料・消息・書評・
紹介（原典翻訳を含む）とし、１記事の分量は４００字 換算で３０枚以内とします。ご投稿の採否は、編集部が
委嘱する校閲者の所見にもとづき、必要により改編などの手順を経て、編集部が決定します。
　記事のほか、表紙を飾る資料写真（８００字以内の解説を付けたもの） も歓迎します。
　「投稿規定」および「執筆要綱」は「計量史研究」No.２３（２００１年）以降のバックナンバーの最後のページに
掲載されています。
●計量史研究バックナンバーを頒布（各号とも会員１０００円、非会員３０００円、送料別途）
◇目録の請求等お問い合わせはＦＡＸ、電子メールで（FAX03-3269-7989、shm@beach.ocn.ne.jp）

　総説、随筆、速報、紀行等の計量に直接、間接関係のある博物館・資料館・美術館・図書館の催し、書評、
会員の研究ないし、調査内容の紹介、会員、非会員からの質問（答は原則として通信に掲載します）、その他の
ニュースなどが主なものです。特に「催し物」は計画段階の漠然としたものでも結構です。締切はなく、常時
受付けます。

●複写される方に
　本誌に掲載された著作物を複写したい方は、�日本複写権センターと包括複写許諾契約を締結されている企
業の従業員以外は、著作権者から複写権等の委託を受けている次の団体から許諾を受けて下さい。なお、著作
物の転載・翻訳のような複写以外の許諾は、直接本会へご連絡下さい。
　〒107-0052　東京都港区赤坂9-6-41　乃木坂ビル3F　学術著作権協会
　TEL：81-3-3475-5618　FAX：81-3-3475-5619　E-Mail：kammori@msh.biglobe.ne.jp

　Notice about photocopying
　In order to photocopy any work from this publication, you or your organization must obtain permission from
 the  following organization which has been delegated for copyright for clearance by the copyright owner of this
 publication.
　　　 Except in the USA
　　　 Japan Academic Association for Copyright Clearance （JAACC）
　　　 41-6 Akasaka 9-chome, Minato-ku, Tokyo 107-0052, Japan
 　　　TEL：81-3-3475-5618　FAX：81-3-3475-5619　E-MAIL：kammori@msh.biglobe.ne.jp
 　　　In The USA
 　　　Copyright Clearance Center, Inc.
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